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66

利用者�、そ�時々�状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全て�利用者が
2. 利用者�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが
4. ほとんどいない

65
利用者�、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

63

職員から見て、利用者�家族等�サービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全て�家族等が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 家族等�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 家族等�１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全て�利用者が

72

4. ほとんどいない

職員�、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

64
利用者�、戸外�行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：53）

1. ほぼ全て�利用者が

71

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者�サービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全て�利用者が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 利用者�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 利用者�１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元�関
係者と�つながりが拡がったり深まり、事業所
�理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者�２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全て�職員が
2. 利用者�２/３くらいが 2. 職員�２/３くらいが
3. 利用者�１/３くらいが 3. 職員�１/３くらいが

利用者�、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：40,41）

1. ほぼ全て�利用者が

70

4. ほとんどいない

62
利用者�、一人ひとり�ペースで暮らしている
（参考項目：42）

1. ほぼ全て�利用者が

69
3. 利用者�１/３くらいが

61
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,42）

1. 毎日ある

68

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない

67
3. 家族�１/３くらいと

通い�場やグループホームに馴染み�人や地
域�人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日�ように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

平成29年12月22日

　　　　　　　　取　り　組　み　�　成　果
　　↓該当するも�に○印

60
職員�、利用者�思いや願い、暮らし方�意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全て�利用者� 1. ほぼ全て�家族と
2. 利用者�２/３くらい�

4. ほとんどできていない

2. 家族�２/３くらいと
3. 利用者�１/３くらい�

評価結果市町村受理日平成29年度12月14日(木)

職員�、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

石川県金沢市千木町リ１２９番地

Ⅴ．サービス�成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃�取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービス�成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃�取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービス�成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃�取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価しますⅤ．サービス�成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～59で日頃�取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　�　成　果
　　↓該当するも�に○印

項　　目

訪問調査日

1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果1  自己評価及び外部評価結果

1790100273

法人名 株式会社　サンウェルズ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 サンウエルズ�経営理念である「自らが輝き、人を元気にする」を大切にし、利用者様を元気
にする前にまず�スタッフが元気になることを目標としている。毎日�元気朝礼で�日替わり
で朝礼担当を決めて、朝礼担当者�みんな�前で仕事へ�思い、取り組み、プライベートで
�出来事などをスピーチしている。こんな取り組み�ひとりひとり�自信につながり、自然と
チーム�輪へとつながっていると確信している。

グループホーム　太陽�プリズム窪事業所名

自己評価作成日

【外部評価で確認した事業所�優れている点、工夫点（評価機関記入）】
地域�他�グループホームと関わりながら情報交換する場もあり、関係性が良好に構築されている。
スタッフ同志で�会話や入居者とスタッフと�会話も多く笑い声が絶えないホームである。朝礼時に
�、入居者も一緒に加わってくれるなど、明るい我が家となっている。１階、２階�スタッフ�コミュニ
ケーション�良好であり、助け合いができる風通し�良い環境が整っており、ミーティング�、２ユニット
全員参加で情報�共有が図れている。そ�地域に、ど�ようなスタンスで、少しでも利用者�方々が
楽しく暮らせるかを職員全員で話し合い、そ�ため�努力を決して惜しまない姿勢�、グループ�理念
が各人�ココロに浸透しているからであろう。ロゴマーク�通り笑顔である。

基本情報リンク先

石川県金沢市窪6丁目16番地所在地

特定非営利活動法人シナジースマイル

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/



自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果自己評価および外部評価結果 〔セル内�改行�、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です

次�ステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念�共有と実践

地域密着型サービス�意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員�、そ�理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域と�つきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域�一員として日常的に交
流している

3 ○事業所�力を活かした地域貢献

事業所�、実践を通じて積み上げている認知症
�人�理解や支援�方法を、地域�人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議で�、利用者やサービス�実際、
評価へ�取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこで�意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村と�連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
�実情やケアサービス�取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

朝礼で毎日、理念を唱和すると共に管理者�、個々
�スタッフが自ら輝ける様にアシストしている。働く
環境が良ければ自然と良いケアを利用者様に提供
できると意識し努めている。スタッフ�、定着してお
り、理念を周知し、日々�ケアに努めている。

運営推進会議�開催並びに町内総会へ�参加、地
域美化清掃参加、夏祭り、寄付金協力、町内運動会
参加を行っている。また、他法人�行事に参加して
いる。地域�方からカレンダーを頂いたり、近隣�リ
ンゴ畑でリンゴ狩りを提供して頂いたり、カレンダー
を頂くなど地域�方と�交流もできる限り持てる機
会を設けている。

運営推進会議を2カ月に1回で年6回開催しており、
利用者、利用者家族、民生委員、介護相談委員、市
職員、地域包括、他法人管理者�方に参加して頂
いる。利用者家族�参加が厳しく、ご家族�中で
�、ご主人と奥様が交代で参加して下さる事もあ
る。運営推進委員会で出た意見�具現化する様に
努めている。市�方から�提案で安全対策として日
中も玄関�施錠を行って�どうかと�提案が有った
が、施錠に関して�、日中スタッフが見守るように
し、施錠�しない事を説明。また、災害対策として消
防訓練を行っている事�報告に加え、水害や近年
�ミサイルなど非常時についても事業所で検討して
いる事を報告。研修報告として�、社内、外部�参
加報告や行事など�報告を行い、良い評価を頂い
ている。

運営推進委員会に参加して頂いており、成年後見
人制度�相談など事業所として�日々�取り組み
を報告し協力を頂ける様に努めている。

実践状況

外部評価自己評価

管理者�スタッフが働きやすい環境作りに
力を入れており、スタッフが笑顔で働けて
いるところが素晴らしいと感じた。今後も
継続して行って欲しい。

実践状況

運営推進会議�開催、町内総会へ�参加、地
域美化清掃へ�参加、町内夏祭り寄付金協力
と参加、町内運動会参加、他法人も�づくり教
室参加、りんご狩りなど出来る限り地域と�交
流をもてる場へ�参加を心がけている。

自
己

外
部

項　　目

朝礼にて会社理念�唱和、施設理念�確認を
おこなっている。常にお客様あって�施設であ
ることをスタッフに周知している。

自社推進会議、他社推進会議において認知症
�方へ�取り組み、ケアについて報告させて
いただいている。

利用者様、利用者家族様、民生委員様、介護
相談員様、金沢市役所様、地域包括様、他法
人施設管理者様�意見をしっかりくみ取り、改
善できる部分�しっかり改善するよう努力して
いる。

金沢市役所様、地域包括様、民生委員様、介
護相談員様など推進会議に参加していただい
ている方々に日頃�取り組むを発信させてい
ただき、理解、協力いただけるように努力して
いる。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

6 （5） ○身体拘束をしないケア�実践

代表者および全て�職員が「介護保険法指定基
準における禁止�対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関�施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待�防止�徹底
管理者や職員�、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者�自宅や事業所内で
�虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度�理解と活用

管理者や職員�、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々�必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約�締結、解約又�改定等�際�、利用者や
家族等�不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見�反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見�反映

代表者や管理者�、運営に関する職員�意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

ご家族様に�、ケアマネジャーから、お預かり金�
報告と一緒に日頃�様子をお手紙で同封しお伝え
している。訪問して来られたご家族様に�、そ�都
度直接お話をお伺いしたり、電話でそ�都度連絡
し、連絡が取れない場合メールで報告しながら、希
望を伺える様に努めている。本社から�毎年度、満
足度調査アンケートを郵送しており、ご家族様�意
見を聞きケア�改善に努めている。

管理者�、日頃から職員�意見に耳を傾けており、
何かあれば直ぐに面談する機会を設けている。法人
としても３カ月に１度面談�機会を設けており、職員
から出た意見を繁栄させている。環境面などスタッフ
が気づいた事�直ぐに対応する様に努めており、行
事などに関して�、スタッフ全員で考え進めている。

帰宅願望�強い利用者様も居られるが、施設で�、
出来る限り、日中�施錠せず、利用者様�自由を束
縛しない。管理者、スタッフが寄り添い、見守りを
行っている。施設事情を優先するような一方的な対
応�行っていない。安全面を考慮しながら、夜間�
み施錠している。自宅に帰りたいと�希望があれ
ば、出来る限り、ご家族�許可を頂き対応している。
スピーチロックに関して行わないケアに努めている。

こじんまりした施設であるが、出来る限り�自
由空間確保に努めている。最近�利用者様�
帰宅願望が強く、離棟�リスク�おおいにある
が、玄関�施錠もバランスを考えて出来る限り
解放された環境維持に努めている。

高齢者虐待研修などで学んだことを施設研修
においてスタッフに落とし込んでいる。疑いが
ある場合�、徹底した本人へ�聴き取り調査、
利用者様へ�聴き取り、再発防止について徹
底した話し合いをおこなっている。

管理者�外部研修へ�参加をおこない、必要
であればスタッフ勉強会、ミーティングなどで内
容�落とし込みをおこなっている。後見人制度
�注意点についても伝えさせていただいてい
る。

契約�締結時、解約時に�十分な時間をとら
せていただいている。説明もしっかりさせてい
ただき、双方�理解、納得において事を進めさ
せていただいている。

利用者家族様来所時に�しっかりコミュニケー
ションをとっている。施設に�ご意見箱を設け、
本社より定期的に家族様�もとに顧客満足度
調査表を届け、そ�意見から改善にむけて取
り組んでいる。

定期的に管理者とスタッフ�個人面談を実施
している。施設内でサポーター者を選出して新
入社員�育成担当とし、常に風通し�よい職
場を目指している。スタッフ意見箱も設けてい
る。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

12 ○就業環境�整備

代表者�、管理者や職員個々�努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件�整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者�、管理者や職員一人ひとり�ケア�実
際と力量を把握し、法人内外�研修を受ける機会
�確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者と�交流を通じた向上

代表者�、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等�活動を通じて、サービス�質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人と�信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人�
安心を確保するため�関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等と�信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応�見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
�時」まず必要としている支援を見極め、他�
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員�、本人を介護される一方�立場におかず、
暮らしを共にする者同士�関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族と�関係
職員�、家族を支援される一方�立場におかず、
本人と家族�絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

サンウェルズとして人事考課制度を設ける。社
員全員が同じ条件�もと頑張りにおうじた評価
を受ける仕組みを構築中である。各施設管理
者�会議において施設状況を代表者、エリア
部長に都度報告している。

会社�取り組みとしてケアマイスター制度を設
けている。社員ひとりひとり�ヒューマンスキ
ル、テクニカルスキル�向上を目指している。
スタッフ�力量も考えて�施設間異動も実施し
ている。

互�運営推進会議に参加させていただき意見
交換�場となっている。他法人�も�づくり教
室へ�参加、RUN伴石川へ�参加など出来る
限り�取り組みをおこなっている。

本人�思い、気持ちを確認するためにも時間
をかけてコミュニケーションを実施している。そ
�中で関係性を確保しながら、本人にとって
もっとも重要である課題を取り上げている。

家族様と�コミュニケーションを利用者様同
様、大切にしている。出来る限りたくさん�会
話を心がけ、小さな意見、要望をくみ取ってい
けるよう努力している。

優先順位をつけて対応させていただいている。
利用者様、家族様�ヒアリングに�重要かつ
慎重に対応させていただいている。

常に家族である気持ちをもって関係を築いてい
る。洗濯たたみ、フロア掃除、茶碗洗い、調理
など�互に協力しあって事を進めるよう心がけ
ている。

利用者様と家族様�面会時間�大切さを認識
している。急な面会依頼にも協力させていただ
いている。外出、外泊、受診、面会に特に制限
�設けていない。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

20 （8） ○馴染み�人や場と�関係継続�支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み�人や場
所と�関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士�関係�支援
利用者同士�関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで�関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
�経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメントⅢ．そ�人らしい暮らしを続けるため�ケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向�把握

一人ひとり�思いや暮らし方�希望、意向�把握
に努めている。困難な場合�、本人本位に検討し
ている

24 ○これまで�暮らし�把握

一人ひとり�生活歴や馴染み�暮らし方、生活環
境、これまで�サービス利用�経過等�把握に
努めている

25 ○暮らし�現状�把握

一人ひとり�一日�過ごし方、心身状態、有する
力等�現状�把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすため�課題とケア�あり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれ�意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

入居者�方�近隣地域�方が多く、入居前�馴染
み�人や場所を大切にし、個々�思を叶えるよう支
援している。地域運動会�参加やお蕎麦屋さんに出
向いたり、花やお茶�教室に、ご家族様と一緒に参
加できる機会を設けたり、ご本人�思いでを聴く機
会を積極的に設けたりもしている。また、ご家族様か
ら今まで�生活歴を聞き取り、そ�人を知る事でよ
り良いケアが出来る様に取り組んでいる。

入居者様�中に�、納得されて入居して来られる方
おられるが、充分納得できないまま入居して来られ
るケースも少なくない。入居してから�、ホームが入
居者様�生活�場になればと思い日々、想いを聴
き取り、本人�立場に立ったケアに取り組みに努め
ている。ご自身が言葉で言えなくても、スタッフから
話掛けて表情やしぐさなどで、そ�方�気持ちを汲
みとりながら良い支援に繋げる様に努めている。

ご利用者様にそれぞれ担当スタッフが付いており、
担当スタッフが中心となって個々�ご利用者様�プ
ラン�原案を提案している。月1回ミーティングを行
い医療スタッフも交えて現状に即したプランを検討し
ている。

馴染み�方が来所しやすいように常に声かけ
している。可能であればお花教室、お茶教室に
家族様と共に参加していただいている。

利用者様同士�関係を構築出来るように常に
スタッフ�意識している。レクリェーションなど
�極力利用者様全員でおこなうことを心がけ、
常にチーム�輪ができやすいよう支援してい
る。

相談、支援�いつでも出来る体制となってい
る。以前に�いったん退所された家族様と連
絡を取り合って再入所していただいたケースも
ある。

出来る限り、利用者様ひとりひとりと�コミュニ
ケーションを重視している。淡白すぎず、しつこ
すぎずを心掛け、くみ取った内容を全体ミニタ
リングにおいて精査し、本人本位に検討してい
る。

ご利用者様と�日常会話�中で�情報収集
やご家族様から�情報提供協力お願いをして
いる。常にそ�方らしい生活をしてもらえるよう
努力を怠らない。

毎月1回必ず全体モニタリングを実施してい
る。2ヵ月に1回全体会議もおこない利用者様
ひとりひとり�ケア�再確認をおこなっている。
話し合い後�記録に残し、誰もが統一したケア
ができるよう徹底している。

利用者様、家族様�意見を第一に考えてい
る。プラスしてスタッフ、看護師、かかりつけドク
ター�意見を考慮しながら、現状に即した介護
計画書を作成している。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

27 ○個別�記録と実践へ�反映

日々�様子やケア�実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画�見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるため�事業所�多機能化

本人や家族�状況、そ�時々に生まれるニーズ
に対応して、既存�サービスに捉われない、柔軟
な支援やサービス�多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源と�協働

一人ひとり�暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身�力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医�受診支援

受診�、本人及び家族等�希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所�関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職と�協働

介護職�、日常�関わり�中でとらえた情報や気
づきを、職場内�看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々�利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時�医療機関と�協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者と�情報交換や相談に努めている。あるい
�、そうした場合に備えて病院関係者と�関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針�共有と支援

重度化した場合や終末期�あり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域�関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

看取り介護�継続が出来ており、素晴らし
い。馴染み�場所で馴染み�スタッフに
看取られ終末を迎えられることで、ご本人
様やご家族様も少しでも不安を少なく迎え
る事が出来ている。今後も継続して行って
頂たい。

基本的に�今まで�馴染み�医療機関�継続であ
るが、ホームで�、３医療機関�かかりつけ医と医
療連携しており、契約時に説明させて頂いている。
ご家族様、ご本人様�ご希望で医療機関を選択し
て頂いており、通院等�ご家族様�付き添いにて通
院して頂いている。

看取りケア�取り組みに関して昨年2名と今年�1名
～2名�看取りケアを行っている。入居時に説明し
て、そ�方�状況に応じて段階的に再度看取りケア
に関して�説明をご家族様に行っている。また、医
療処置が必要なった段階で医師を含めて今後�ケ
アに関して、ご家族様とお話する機会も設けており、
医師からご家族様に説明して頂いている。看取りに
関して、看護師からも研修を受けており、終末まで�
記録も残している。

役割分担しながら�記録徹底をおこなってい
る。日々�様子、三測表、連絡帳を効果的に
使用している。改善点がみつかれば、スタッフ
と�話し合い�もとできるかぎり迅速な対応に
心がけている。

そ�時代、そ�時代�流れにそくしたプラン作
成に心がけている。今�時代にマッチしたも
�、最優先に必要であるも�を大切にし、柔軟
な対応で取り組んでいく。

地域運動会、地域夏祭り、地域文化祭など�
行事に積極的に参加させていただいている。
近隣�地域交番にも相談させていただくことも
あり、安全面を確保しながら本人�力を少しで
も発揮できるよう取り組んでいる。

契約時、家族様にかかりつけ医師�説明をさ
せていただいている。3クリニック�特徴を説明
させていただき、常に家族様�判断をもとにか
かりつけ医師をつけさせていただいている。

スタッフ�利用者様�どんな細かな変化でも
管理者、リーダー、ケアマネージャー、看護師
に報告するよう周知している。ナース�指示�
も適切な対応、処置によってご利用者様�健
康管理に努めている。

利用者様入院時に�、定期的に入院先病院に
電話連絡、状態確認�訪問をさせていただい
ている。ソーシャルワーカーと�情報交換、カ
ンファレンスに�確実に参加させていただいて
いる。

契約時、入所途中期間で家族様に週末期につ
いて施設としてできる事、できない事を明確に
お伝えさせていただき、ターミナル�経験を生
かしながら医療�部分が強くならないよう、グ
ループホームとして�役割をしっかり�たせる
よう努めている。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

34 ○急変や事故発生時�備え

利用者�急変や事故発生時に備えて、全て�職
員�応急手当や初期対応�訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○緊急時等�対応

けが、転倒、窒息、意識不明、行方不明等�緊急
事態に対応する体制が整備されている

36 （14） ○バックアップ機関�充実

協力医療機関や介護老人福祉施設等�バック
アップ機関と�間で、支援体制が確保されている

37 （15） ○夜間及び深夜における勤務体制

夜間及び深夜における勤務体制が、緊急時に対
応したも�となっている

38 （16） ○災害対策
火災や地震、水害等�災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域と�協力体制を築いている

39 （17） ○災害対策

災害時�利用者�安全確保�ため�体制が整
備されている

利用者人数分�、お米や飲料水、防火ズキンなど
ホームに備蓄しており、非常時に�近隣�施設を避
難場所として協力して頂けるよう連携している。年2
回夜間を想定した非難訓練を実施ている。ここ最近
で�、ミサイル発射時�避難についても検討する必
要性を感じている。

運営推進委員会でも、非常災害時�取り組みに関
して�話し合いを行っている。また、近隣�ホーム�
協力を求める事も出来る様に、月1回情報交換をし
ながら情報共有が出来ている。

緊急時対応�研修を行っている。急変時�、連絡網
を基に管理者に連絡し、管理者がいつでも駆けつけ
らる体制を整えている。医療機関、看護師、医師に
必要時�連絡し、24時間体制で対応している。心肺
蘇生と判断した場合�医師�指示�下心肺蘇生を
行う事もある。また、離接等�緊急時に�、警察等
必要な機関に通報し捜索願いをお願いするなど、マ
ニュアルに沿った緊急時�対応が図られている。

3クリニックと24時間協力をお願い出来る体制を整え
ている。近隣�施設とも常に連携しており、バック
アップ�体制を構築している。

1ユニットに対して1名�スタッフで夜勤体制が行わ
れている。日頃から情報�共有を図り、緊急時�協
力できる体制作りを行っている。また、管理者�電
話通報から10分程度で駆けつけており、5分以内で
駆けつける事が出来るスタッフも4名～5名いること
で、緊急時�対応が出来る体制となっている。

年に2回�消防署管轄�消防訓練時、緊急対
応�指導を受けている。今年も12月20日(水)
に消防署�方に来ていただき訓練、指導をし
ていただく。

毎月1回�消防避難訓練�実施と年に2回�
消防署管轄�消防避難訓練を実施している。
備蓄品�備えも定期的に確認している。

管理者、リーダー、ケアマネージャー�電話窓
口�24時間、常にオープンとなっている。スタッ
フ�協力を必要とされる場合、社内緊急連絡
網が作成されていて、施設から近い順に連絡
体制をとっている。

クリニック3社と�24時間往診対応提携になっ
ている。場合によって�訪問看護�利用もおこ
なっている。近隣グループホームと�連携も構
築されている。

1ユニットに対して1名�夜勤者�人員配置と
なっており、緊急時に�常に2人で対応できる
状態である。緊急時�ために施設から近隣�
スタッフ順�緊急連絡簿が作成されている。管
理者、リーダー、ケアマネージャー�常に迅速
な対応が出来るよう意識付している。

近隣施設、民生委員、市役所、地域包括など
が集まる運営推進会議など�話合い�場と
なっている。避難場所、避難方法など�再確
認を定期的におこなっている。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　Ⅳ．そ�人らしい暮らしを続けるため�日々�支援　
40 （18） ○一人ひとり�尊重とプライバシー�確保

一人ひとり�人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

41 ○利用者�希望�表出や自己決定�支援

日常生活�中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

42 ○日々�そ�人らしい暮らし
職員側�決まりや都合を優先する�で�なく、一
人ひとり�ペースを大切にし、そ�日をど�ように
過ごしたいか、希望にそって支援している

43 ○身だしなみやおしゃれ�支援

そ�人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

44 （19） ○食事を楽しむこと�できる支援

食事が楽しみなも�になるよう、一人ひとり�好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

45 ○栄養摂取や水分確保�支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとり�状態や力、習慣に
応じた支援をしている

46 ○口腔内�清潔保持
口�中�汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとり�口腔状態や本人�力に応じた口腔ケ
アをしている

社内全体で�接遇研修が3ヶ月に1回行われてお
り、リスクマネージメント委員会を社内で立ち上げる
など会社全体で個々が振り返る機会を設けている。

食材�み業者にお願いしており、調理�、スタッフが
行っている。行事食に関して�、スタッフが買い物に
行き調理している。外食に出掛けたり、敬老�日に
�、お寿司屋さんから出前を取りお祝いするなど、
食事を楽しむ機会を設けている。

マンネリ化による不適切な言葉かけ�たまに
みうけられる。会社で接遇委員会を設けてい
る。委員会で学んだ内容を各施設に持ち帰り、
言葉、接し方、施設美化�向上に取り組んで
いる。

利用者様がとった行動、言動に対してスタッフ
�すぐに口を�さむ�で�なく、さりげなく見
守ってあげる大切さをスタッフに伝えている。本
人�思い�当然重視している。

グループホームとしてコミュニケーションを重視
している。職員本位でなく常に利用者様本位が
大切であることを指導しながら日々�業務に
取り組んでいる。

2ヶ月に1回�訪問カット�利用や馴染み�美
容室に行っていただいている。スタッフが学ん
できたエステ�利用もしていただいている。

可能な限り利用者様に食事�準備、手伝いを
していただいている。配膳、下膳にも協力して
いただき、昔�力を存分に発揮していただいて
いる。

三測表、連絡帳、申し送り、日々�様子などか
ら情報収集を確実におこない、的確な判断で1
日、1日�状態に応じた対応をとっている。水
分摂取に�十分気をつけている。

口腔ケア�毎食後におこなっている。場合に
よって�拒否される方もいらっしゃるが、そう
いった時�無理�しない。本人でできない方に
�スタッフか支援させていただき、本人にか
わって口内状況を確認しながら口腔ケアをおこ
なっている。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

47 （20） ○排泄�自立支援

排泄�失敗やおむつ�使用を減らし、一人ひとり
�力や排泄�パターン、習慣を活かして、トイレで
�排泄や排泄�自立にむけた支援を行っている

48 ○便秘�予防と対応

便秘�原因や及ぼす影響を理解し、飲食物�工
夫や運動へ�働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

49 （21） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとり�希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員�都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

50 ○安眠や休息�支援

一人ひとり�生活習慣やそ�時々�状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

51 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬�目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬�支援と症
状�変化�確認に努めている

52 ○役割、楽しみごと�支援

張り合いや喜び�ある日々を過ごせるように、一
人ひとり�生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等�支援をしている

53 （22） ○日常的な外出支援
一人ひとり�そ�日�希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段�行け
ないような場所でも、本人�希望を把握し、家族
や地域�人々と協力しながら出かけられるように
支援している

排泄管理を行い、なるべくトイレで�排泄支援を行っ
ている。二人介助が必要な方に関しても介助にてト
イレ誘導し支援している。夜間に関して�、定期的
に1回～2回�交換を行い清潔を保つよう努めてい
る。トイレ誘導に拒否が有る方に関して�対応につ
いて�、タイミングやスタッフを交代する等�工夫を
しながら支援を行っている。

屋外�外出行事に�、ご家族様に参加を呼び掛
け、10月に�志賀町�憩い�村へ�バス旅行を実
施した。ご利用者様に楽しんで頂ける様、近隣で�
蕎麦屋へ�食事会や寿司屋で�食事会等も設けて
いる。

入浴しなければならいと言う事で�ないが、長期拒
否が有る方に関して�、タイミングや、スタッフを交
換するなど創意工夫を行っている。また、なぜ拒否
がある�か今まで�生活歴から汲みとる工夫も行
い、そ�方に合った対応に努めている。入浴を希望
する方に関して�、柔軟な対応で入浴を楽しむ機会
を設けている。

利用者様本位で生活していただいている。た
だ生活リズムバランスも考慮して�干渉も若干
有。基本的に�日中活動していただき、夜�
安眠していただけるような環境をつくるよう工
夫�させていただいている。

月�モリタリングにて徹底的に排泄�確認をさ
せていただいている。オムツ、リハパン、パット
�必要性、パット大中小�使い分け、とこまで
排泄支援に関わってよいかなどについて話を
している。

三測表を活用しながら便�間隔を常に確認し
ている。状況によりナース、ドクターと�連携も
確実におこなっている。飲食物として�牛乳�
提供、ヤクルトさん�活用、運動として�NHK
体操を可能な限りおこなっている。

ある程度�入浴間隔�決めさせていただいて
いるが、絶対�なく、ご利用者�入浴訴えがあ
れば優先して入浴を楽しんでいただいている。
スタッフに�常に訴えに柔軟に対応する心構
えを持っていただいている。

お薬処方後�お薬情報�、毎回更新してい
る。お薬変更時�、連絡帳を通して確実にス
タッフに周知できるように努めている。

昔からされていた習字、梅ジュースづくり、食
事盛り付け、手芸などをレクリェーション�一貫
としてとりいれている。気分転換に�足湯、ドラ
イブ、買物、志賀町秋�バス旅行など�取り組
もおこなっている。

10月に�第3回目となる志賀町いこい�村バ
ス旅行を実施した。リスク�じゅうじゅう承知で
�あるが、利用者様�満足感、利用者様と家
族様�関係強化に�欠かせない行事となって
いる。今年�4家族様に参加いただいた。
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次�ステップに向けて期待したい内容実践状況

外部評価自己評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目

54 ○お金�所持や使うこと�支援

職員�、本人がお金を持つこと�大切さを理解し
ており、一人ひとり�希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

55 ○電話や手紙�支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
�やり取りができるように支援をしている

56 （23） ○居心地�よい共用空間づくり

共用�空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

57 ○共用空間における一人ひとり�居場所づくり

共用空間�中で、独りになれたり、気�合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所�
工夫をしている

58 （24） ○居心地よく過ごせる居室�配慮

居室あるい�泊まり�部屋�、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたも�や好み�も�を活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

59 ○身体機能を活かした安全な環境づくり

建物内部�一人ひとり�「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ホーム玄関横にデッキがあり、デッキを活用し、お天
気�良い日に�、お茶を飲んだり、バーベキューを
行ったり、家庭菜園で野菜を作ったりしながら楽しみ
�時間を作れる様にしている。

ホームに�ベッド、クーラー、カーテンが備え付けら
れており、主にフローリング床�居室で過ごしておら
れる。畳みを希望�方に関して�、セッテング可能
な畳があり、設置し過ごすことが出来る居室も1部屋
設けている。テレビや家具、電気アンカなど自由に
持って来て頂いている。ほとんど�入居者�方�、
居室で過ごす事が多くなってきており、コミュニケー
ションを大勢で取れるよう声掛けをしている。感性症
�発症が有る場合に�、消毒を行うなど�配慮も
行っている。衣替えに関して�、一年�衣類をお預
かりしスタッフが行っている。

お金�管理をできる方に�遠慮なく管理してい
ただいている。家族様と�確認�もとで�実施
でもあるが、お金を管理することによる生きが
いを常に持ち続けていただけるよう支援してい
る。

建物内�こじんまりしている。1F、2F�間取り
もほとんど変わることなく、出来る限り混乱�
おこりずらい構造となっている。1F2F間�異
動、部屋、座席など�変更も極力おこなわない
取り組みをおこなっている。

電話をかけたい訴え�多い利用者様�家族
様に�事前に状況をお伝えして、ある程度�
電話連絡に対して�了解を得ている。利用者
様�中に�携帯電話を持っていらっしゃる方も
いる。

気分転換�座席�配置がえ、明暗調整、温度
調整、換気、音�調整など工夫をしています。
できるかぎりご自宅で過ごしているような思い
になっていただけるよう取り組んでいる。

1F、2Fに�小上がりがあり、昔ながら�畳室�
堀ごたつとなっていて、自由に利用可能となっ
ている。2F廊下に�対面ソファがあり、ご利用
者様同士が向かい合って会話をされていると
ころもよく見かける。

昔から使用されていたなじみ�物をできるかぎ
り居室�模様として持ってきていただいてい
る。ご利用様とご家族様が話をしながら模様替
えしている場面もみかける。
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